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救急法研修会（生徒対象） 平成３０年７月１８日（水） 

 保護者懇談会の第一日目の午後、生徒対象の救急法研修会がありました。各部活

動の部長とマネージャーを対象に実施しました。すべての部活動の代表者が参加を

してくれました。中濃消防組合より消防職員の方々に来ていただき、心臓マッサー

ジの方法やＡＥＤの使い方を説明してもらいました。どの部の代表者も真剣に話に

聞き入り、人形を使った心臓マッサージやＡＥＤの使い方の練習の際には汗を流し

ながら一生懸命訓練に取り組んでくれました。 

 今回は各部の代表者が訓練を受けましたが、「救命救急法」はいつなんどき必要

になるかが予測できません。その場にいる人で救命措置をとる必要があるので、各

部で今回学んだ救命措置の方法を共有できると良いと思います。 

 以下に、救命救急の方法を紹介しておきます。ぜひ参考にしてください。 

 



 

 

 目の前で急に倒れた人がいた時に、その場に居合わせた人が救命措置をとれるか

どうかで救命率が変わります。具体的には心肺停止後にＡＥＤによる除細動（電気

ショック）が一分遅れるごとに救命率（社会復帰できる確率）は７～１０％ずつ下

がっていくと言われています。救命措置がとれるかどうかは、救命措置の方法やＡ

ＥＤの使い方に対しての知識があるかどうかだけだと思います。一人一人がいつか

役に立つかもしれないこの知識を身に付け、いざという時には自ら率先して救命措

置をとれるようにしてもらいたいと思います。 

 

 


